
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ４ 年 ７ 月 ７ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 聖 歌 5 3 8 「 た だ 主 を あ が め て 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 聖歌 420「あ なたの持てる悩みは」 一 同

教 会 学 校 「 人 生 の ３ 大 疑 問 」 ② 牧 師

讃 美 聖 歌 1 5 0 「 わ が 目 を 開 き て 」 一 同

聖 書 朗 読 創世記24:10-14

奨 励 創世記の福音(第21回) 牧 師

主 題 「一人を大切にする神」

讃 美 聖 歌 2 8 4 「 立 ち 上 が れ 、 い ざ 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 聖 歌 379「 主 よ 、 こ の と こ ろ を 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 創 世 記 第 25 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
７ /７ (日 )聖 日 礼 拝

/８ (月 )
/９ (火 )
/10(水 )
/11(木 )8:30OBSﾁｬﾍﾟﾙ10:祈会
/12(金 )10-12:OBSｸﾗｽ
/ 13(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 私 の 学 生 ・ 同 窓 生 伝 道 」
さ さ き み つ お (国 際 弁 護 士 )

母校への使命

私は自分が卒業した大学のリバイバルのために「キ リス トを知る絶大な価値を、 ど うし

ても母校の学生と同窓生に伝えたい !｣という熱い願いから、使命をもって祈りつつ伝道し

てきた 。キ ャンパス内での定期的伝道集会、法律クラブの年一 同 期 会 で の証し 、学生 ・

同窓生個人への面談、メール、文書による伝道等々、ささやかな働きであるが、主の恵み

によって、予想をはるかに超える実を結んできた。印象に残る個人伝道を書いてみたい。

法学部の学生

ある時、法学部の学生が面会を申し込んできた。「弁護士になりたいのですが、司法試験

に合格する秘訣を教えて下さい」。「合格の秘訣は簡単ですよ。全知全能の神にお願いして

知恵をいただけばいいんです」とヤコブの手紙1:5について説明したが、彼は何のことか分か

らず面喰らっていた。そこで、「世界の法律」の原点は「聖書の律法」であり、「聖書の律法」

の原点はモーセが神から授かった十の戒律であり、この「モーセの十誡」は「心を尽くして神

を愛し、隣人を自分のように愛せよ」すなわち「敬天愛人」というキリストの一言に尽きると話

した。彼が非常に興味を示してくれたので、引き続き聖書について、キリストについて、信仰

について、７時間以上も夢中で話してしまった。福音を語ったのは私ではなく、聖霊ご自身で

あった。彼はその後、法律よりも聖書に興味を抱き、神学部博士課程を卒業して牧師になり、

今では若い福音伝道者として各方面で活躍している。

若い国際弁護士

またある時、卒業生の若い国際弁護士と面会した。 「国際弁護士としての生き方 につ

いて聞きたい」ということだった。この時も、自分の体験談を 15分ほどした後に、彼の意向

に反して 、 4,5時間も 、夢中になって福音を語ってしまった 。 「 すい ません 。疲 れましたの
で、今日はこれで失礼します」と言って彼は私の話を途中 でさえぎり帰って行った 。 「福
音を語るなら 、 もっ と日時をおいて語るべきだった 」 と非常に後悔して 、 詫び状を送った
が、何の返事もなかった 。一年以上たったあ る日、彼から突然メール が来た。 「あの時は
信仰のお話しに心を強く打たれまし た。その後、聖書を読んで近 くの教会に通うようにな
りました 。おかげさまで、先週の日曜日に洗礼を受けること ができました。本当にありが
とうございました 。 」 こ れ に は 私 の 方 が 強 く 打 た れ た 。福 音 を 語 っ た の は 私 で は な く 、
聖霊ご自身であ った 。


